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性
の
あ
る
も
の
と
す
べ
く
、
教
育
・

訓
練
を
実
施
し
、
事
業
が
継
続
可
能

と
な
る
よ
う
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
災
害
後
に
は
、
復
興
支
援
と
な

る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
も
平
時
か
ら
岩
倉
市
を
は
じ

め
と
す
る
関
連
機
関
と
連
携
を
図
り
、

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
介
護
の
人
材
不
足
は
深
刻

で
、
本
会
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
今

後
の
介
護
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

経
営
管
理
の
強
化
、
各
種
事
業
の
適

切
な
運
営
、
働
き
方
改
革
の
対
応
や

財
務
規
律
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
社

会
福
祉
法
人
の
運
営
推
進
に
努
め
ま

す
。

 

重
点
目
標
（
要
約
）

１　
信
頼
さ
れ
る
法
人
経
営

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、

事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
、
財
務

規
律
の
強
化
、
地
域
に
お
け
る
公
益

的
な
取
組
の
実
施
に
対
し
、
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
法
人
経
営
。

事
業
継
続
計
画
を
基
に
教
育
・
訓

練
を
実
施
し
、
災
害
時
に
お
い
て
事

業
継
続
が
可
能
と
な
る
体
制
づ
く
り
。

介
護
事
業
で
の
利
用
者
の
人
権
、

岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
令
和

７
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
計
画

　
基
本
計
画
（
抜
粋
）

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

基
本
理
念
を
念
頭
に
、
支
会
活
動
事

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動

事
業
を
軸
と
し
た
地
域
福
祉
事
業
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

全
て
の
人
が
地
域
、
暮
ら
し
、
生

き
が
い
を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ

と
が
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て
、
地
域
福
祉
事
業
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
岩
倉
市
と
共

同
事
務
局
と
し
て
第
３
期
岩
倉
市
地

域
福
祉
計
画
並
び
に
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
が
た

ち
、
こ
れ
ま
で
に
東
日
本
大
震
災
、

能
登
半
島
地
震
、
豪
雨
災
害
な
ど
の

自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
近
い

将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
へ

の
備
え
や
対
応
の
整
備
が
急
務
に

な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
を
実
行

社
会
福
祉
協
議
会
と
は

　社会福祉協議会は通称「社協」と呼ばれ、地域福祉を推進することを目
的とした社会福祉法人です。社会福祉法に基づき設置されています。社協
の事業は、地域の皆さんや社会福祉関係者、福祉団体関係者、ボランティ
アなど多くの皆さんと協議し、連携・協働により実施しています。

＜岩倉市社協の基本理念＞
　誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり

事 務 局
職員数３５人

事務局長
法人運営部門
地域福祉活動推進部門
訪問介護事業所
居宅介護支援事業所
ふれあいセンター指定管理
岩倉市地域包括支援センター
岩倉東部地域包括支援センター

理 事 会
（執行機関）
理事６～１２人
　　会長１人
　　副会長３人
　　理事２～８人
監事２人

評 議 員 会
（議決機関）

評議員１８〜２５人

岩倉市社協の組織
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め
て
い
ま
す
。
岩
倉
市
の
受
託
事
業

執
行
が
大
き
な
要
因
で
す
。
そ
の
他

の
事
業
は
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

在
り
方
・
継
続
に
つ
い
て
検
討
。

予
算

収
入
で
、
約
４
割
を
受
託
金
が
占

３　
介
護
事
業
継
続
の
検
討

介
護
事
業
に
お
け
る
人
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
本
会
の
訪
問
介
護

事
業
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
と
も
人

員
減
少
し
て
お
り
、
今
後
の
事
業
の

虐
待
防
止
、
感
染
症
の
発
生
や
ま
ん

延
防
止
等
の
必
要
な
体
制
整
備
。

２　
共
に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
の
た
め
の

講
座
や
地
域
福
祉
講
座
を
開
催
。

地
域
福
祉
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
や
幅
広
い
世
代
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
促
進
。

支
会
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
。

行
政
と
の
連
携
で
第
３
期
岩
倉
市

地
域
福
祉
計
画
並
び
に
地
域
福
祉
活

動
計
画
の
推
進
。
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業
と
も
一
体
的
に
地
域

課
題
に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
。

収入予算額
項目 千円

会費収入 3,040
補助金収入 44,643
受託金収入 70,555
介護保険事業収入 27,333
繰入金収入 7,480
その他 19,147

合計 172,198

主な事業内容と支出予算額
事業名 主な内容 千円

1 法人運営事業
理事会・評議員会の適切な運営
会員の加入促進
広報紙の発行（年4回）

37,942

2 地域福祉活動推進事業
支会活動推進委員会
7つの地域別の支会活動
福祉機器の貸出

1,431

3 地域福祉計画推進事業 地域つながりカフェ
顔の見える連携交流会 200

4 ボランティアセンター運営事業
ボランティアセンター運営委員会
ボランティア養成講座
小中学校での福祉教育事業

1,512

5 共同募金配分金事業

障害児者対象のスポーツフェスティバル、
夢コンサート
各種福祉団体への助成
子ども食堂への助成

6,027

6 資金貸付事業 生活福祉資金貸付 6,969

7 福祉サービス利用援助事業 福祉サービスの利用支援 2,024

8 訪問介護事業 ひとり親家庭等、高齢者や障害者への訪
問介護

9,495

9 障害福祉サービス事業 5,957

10居宅介護支援事業 介護に関するサービス計画作成（ケアマ
ネジャー業務） 11,011

11生活支援コーディネーター事業 生活支援・介護予防サービスの体制整備 6,353

12基金運営事業 社会福祉基金、介護運用積立基金の運営 5,166

13岩倉市ふれあいセンター事業 センターの管理運営 6,818

14岩倉市地域包括支援センター事業 高齢者に関する生活相談
高齢者の権利擁護
ケアマネジャーの助言・指導

43,855

15岩倉東部地域包括支援センター事業 27,438

合計 172,198
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社会福祉協議会会員募集にご協力をお願いします！
～福祉のまちづくりに参加しませんか？～

　会員制度は、「お互いに助け合う仕組み」です。「地域住民 “みんな ” で地域の課題を共有し、
活動を企画し、お金を出し合い、解決に向けて実践すること」によって、安心して暮らすこと
ができるまちづくりにつながっていきます。
　「会員に加入する＝福祉のまちづくりに参加している」ことになります。
　社会福祉協議会の活動の一部は、皆様にご協力いただいた会費等によって支えられています。
毎年、７月に会員募集を行います。趣旨をご理解いただき、会員の加入にご協力いただきます
ようお願い申し上げます。

※会費は、各区の役員に取りまとめをお願いしていますが、
社会福祉協議会窓口でも随時受付をしています。

会費の主な使い道
皆様からいただいた会費は主に支会活動に活用しています。

＜支会とは＞
市内各地域の実情に沿った福祉活動を推進するため、市内を７つの地域
に区分した組織です。区・自治会役員や民生委員・児童委員が中心となっ
て運営し、住民自らが主体となる福祉活動を展開しています。

＜支会活動の一例＞
・多世代交流のための子どもから高齢者までの交流会
・高齢者の閉じこもり予防のためのサロン活動や昼食会
・子どもを地域で見守るための活動

北 支 会 八剱町区　井上町区　神野町区　石仏町区

上 支 会 本町上市場区　本町北口区　本町門前区　西市町区　
新柳町区　新柳町１区　鈴井町区  泉町区

中 支 会 中本町区　東町区　中野町区
下 支 会 下本町区
団地支会 東新町１区　東新町２区　東新町３区

西 支 会 北島町区　野寄町区　大地町区　中央町区　
川井町区　南新町区

南 支 会 大市場町区　大山寺町区　稲荷町区　曽野町区　
五条町区

いただいた会費は、
区・自治会で取り
まとめられます。

支　会
⑤支会活動事業の実施

社会福祉協議会に
集められます。

地域住民

区・自治会 区・自治会
社協

会員募集を
お願いします。

①

② ③

④

●一般会員（世帯）� 500 円
●特別会員（施設）� 1,000 円
●法人会員（事業所）� 3,000 円

会員募集の流れ会員の区分及び金額
（年間１口当たり）



みんなのふくし　令和 7 年 6 月 1 日5

岩倉市社会福祉協議会内に設置しているボランティアセンターの
令和７年度の事業計画をお知らせします。

・地域住民の災害に対する理解を深め、災害に
強い体制づくりを目指します。
災害に対して正しい知識を学び、災害ボラン
ティアセンターの必要性についての理解を促す
ため、災害ボランティア講座の開講や災害ボラ
ンティアセンターの設置・運営の訓練を実施し
ます。また災害ボランティアセンターの円滑な
運営のための ICT 活用法についても検討して
いきます。

事業内容

⑴調査研究
①地域に必要とされるボランティア
活動の調査研究

②登録団体の活動状況の調査・分析

⑵情報提供・啓発

①広報「岩倉みんなのふくし」掲載

②社協ホームページ掲載

③いわくら福祉フェスティバル
11月8日（土）・9日（日）

⑶登録・斡旋
①センター登録制度

②ボランティアの斡旋

⑷人材育成・活動支援

①ボランティアの養成講座や講演会
の実施

②災害ボランティア活動の充実

③ボランティア保険の活用促進

④登録団体への活動支援

⑸相談・連絡調整 関係機関とボランティア活動の推進
に関する連絡調整

⑹資材の整備・貸与 資材の整備及び貸与

⑺研修・講座の開催 研修及び講座の開催

⑻学びを通じた福祉の
推進

①福祉実践教室の科目提案、講師調整

②福祉教育に関する取組支援

③青少年福祉ボランティア体験学習

④福祉体験作文コンクール

⑼その他のボランティア
活動の促進に必要な事業

①スポーツフェスティバル
6月7日(土)

②夢コンサート
12月21日(日)

③西尾張ブロックボランティアフェ
スティバル  日程未定

近年社会構造の変化や人々の暮らしの変化
により、地域における支え合いの基盤が弱ま
り、地域のつながりが希薄化しています。さら
に、昨今様々な分野の地域課題が絡み合って複
雑化したり、個人や世帯で複数の課題を抱えた
り、複合的な支援を必要とするといった状況が
みられます。
岩倉市社会福祉協議会では、全ての人が地域、
暮らし、生きがいを共に創り、高め合うことが
できる「地域共生社会」の実現に向けて、地域
福祉事業の推進を図るとともに、岩倉市と共同
事務局として第３期岩倉市地域福祉計画並びに
地域福祉活動計画の推進に努めていきます。
ボランティアセンターにおいては、「誰もが
住み慣れた地域でお互いに支え合い、自分らし
く暮らすことのできる地域づくりを目指して、
地域の特性に応じたボランティア活動の育成と
活動の推進を図ること」を目標に事業を推進し
ていきます。地域福祉への参画の機会を広げる
ことで、住民のボランティアに関する理解と関
心を深め、より多くの住民に福祉活動へ参加し
てもらえる仕組みづくりに取り組みます。
さらに、毎年のように自然災害が日本各地で
発生しており、近い将来発生が懸念される南海
トラフ巨大地震による大規模災害への備えや対
応の整備が急務になっている中、災害後の復興
支援となる災害ボランティアセンターについて
も平時から関係機関と連携を図り、対応できる
よう体制づくりに努めます。

重点目標
・ボランティア活動への参加を促進する仕組み
を整えます。
住民が地域課題や福祉に意識を向けることが
できるよう、地域福祉講座等を開講し、住民へ
の理解を促しボランティア活動への間口を広げ
ていきます。

ボランティアセンター事業計画ボランティアセンター事業計画
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民生委員・児童委員の

編集：岩倉市民生委員児童委員協議会広報委員会

116

平
成
４
年
12
月
１
日
か
ら
民
生
委
員
児
童
委
員
と
な
り
、
地
域
を
見
守
り
、

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
河
村
妙
子
さ
ん
が
、令
和
６
年
秋
の
叙
勲
瑞
宝
単
光
章（
社
会
福
祉
功
労
）

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

『
瑞
宝
単
光
章
』
受
章
に
よ
せ
て
　
河
村
妙
子

私
が
叙
勲
を
…
。

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
を
通
し

て
頂
い
た
一
生
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
光
陰
矢

の
如
し
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
す
。

何
故
な
ら
ば
、
何
も
特
別
な
事
を
し

た
訳
で
な
く
、
地
域
の
中
で
人
と
し

て
い
つ
も
な
が
ら
皆
さ
ん
と
一
緒
に

暮
ら
し
生
き
て
き
た
か
ら
で
す
。

戦
後
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
戦
争

の
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
の

ど
こ
か
で
は
現
在
で
も
戦
争
が
起

こ
っ
て
い
る
中
、
世
界
平
和
と
い
う

言
葉
は
唯
一
の
原
爆
被
爆
国
で
あ
る

日
本
が
心
か
ら
願
う
言
葉
だ
と
思
い

ま
す
。
毎
年
八
月
の
広
島
・
長
崎
の

被
爆
の
日
の
黙
祷
。
で
も
な
ん
だ
か

薄
れ
て
い
く
よ
う
な
寂
し
い
気
持
ち

が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の
国
と
し
て
、

気
を
引
き
締
め
た
い
思
い
で
す
。

私
が
福
祉
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ

と
共
に
生
き
て
き
た
の
か
な
と
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す
ば
か
り
の
今
日

こ
の
頃
で
す
。
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
で
厚
生
労
働
省
が
「
地
域
共
生

社
会
を
目
指
す
」
と
い
う
方
針
を
出

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
県
・
市
な
ど

福
祉
関
係
団
体
が
地
域
で
色
々
考

え
実
践
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

は
、
ま
だ
ま
だ
遅
々
と
し
て
い
ま
す

が
、
目
標
を
持
ち
な
が
ら
活
動
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。「
地
域
福
祉
っ

て
？
」「
答
え
は
？
」
考
え
る
こ
と

は
大
切
で
す
が
、
自
分
の
身
に
置
き

換
え
て
思
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
助
け
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
お

陰
で
頂
い
た
勲
章
、
心
よ
り
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
ご
支
援
、
ご
指
導
賜
り
ま
す
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

行
政
や
専
門
機
関
に
つ
な
げ
、
そ
の

後
は
見
守
り
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
生
き
生

き
と
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
委
員
同

士
の
絆
を
深
め
、
共
通
認
識
を
高
め

て
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
活
動

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
は
三
年
任
期
の
最
終
年
を

迎
え
、
改
選
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
委
員
の
い
な
い
欠
員
の
地

域
が
あ
り
ま
す
が
、
各
地
域
の
円
滑

な
選
任
に
向
け
、
行
政
や
地
域
に
働

き
か
け
を
す
る
と
と
も
に
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
地
域
住
民

に
知
っ
て
も
ら
い
理
解
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
改
選
後
、
新
任
の
委
員

へ
の
円
滑
な
引
継
ぎ
を
行
う
こ
と
、

新
任
委
員
を
支
え
る
体
制
を
作
っ
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
な
る
よ
う

お
互
い
に
助
け
合
い
、
研
鑽
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
特
に
「
児
童
福
祉
の
問

題
に
つ
い
て
」
を
課
題
に
学
習
し
て

い
き
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
地
域

の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
り
、
孤
立
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
役
割
は
地
域
住
民
の
一
員
と

し
て
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
人
た

ち
の
身
近
な
相
談
相
手
、
見
守
り
役

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
、

令
和
7
年
度

事
業
計
画
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介護支援専門員（嘱託員）　
　◦募集人員　1名 
　◦採用予定日　採用決定後に随時
　◦雇用期間　採用日から令和8年3月31日まで（更新あり）
　◦勤務日･時間　午前9時から午後5時の間の6～7時間程度（休憩60分）
　　　　　　　月曜日から金曜日までの5日間において32時間
　◦勤務地･賃金　岩倉市社会福祉協議会居宅介護支援事業所
　　　　　　　（岩倉市西市町無量寺２番地１ 岩倉市ふれあいセンター3階）
　　　　　　　月給263,800円～　（経験・前職考慮し決定）
　◦資　　格　介護支援専門員
　◦有給休暇　あり（6か月経過後）
　◦休　　日　原則として土・日・祝日、12月29日から1月3日まで 
　◦社会保険　雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金
　◦諸 手 当　通勤手当（片道2km以上）
　◦応募方法　�岩倉市社会福祉協議会指定の応募用紙（採用試験申込書）を直接持参、もしくは郵送で申し

込む場合は、封筒に「選考申込み」と朱書きし、応募用紙と切手110円分を貼った長形3号
の返信用封筒を同封。

　　　　　　　�申込書は本会ホームページ （https://www.iwakura-syakyo.jp）からダウンロードするこ
ともできます。

その他、下記職務も募集しております　
・地域包括支援センター（正規職員）
・地域包括支援センターケアプラン作成業務（非常勤職員）
・ホームヘルパー（非常勤職員）　
　　　　　 
� ※�募集内容の詳細はホームページでご確認できます。

職員募集のご案内職員募集のご案内

� 令和7年1月20日～4月30日　　
　ご寄附をいただき、ありがとうございました。
　「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」のために大切に活用させていた
だきます。（敬称略）
岩倉ライオンズクラブ� 105,780円 岩倉市更生保護女性会� 10,000円
匿名� 2,000円 太一会� 7,040円
南新町ゆうわ会� 100,000円 匿名� 20,000円
岩倉焼き物を楽しむ会（錦）� 16,100円
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Pick Up Volunteer（ピックアップボランティア）
～「ラッコの会」さんにインタビュー～

どんな活動をしていますか？
　使用済み切手を普通切手、記念切手に分類・整理して、NPO
法人「誕生日ありがとう運動本部」に年に１回送付し、知的障害
者のための社会啓発活動などに役立てられています。

いつ・どこで活動していますか？
　月２回、第２・４木曜日に岩倉市ふれあいセンターで１３時
３０分から２時間活動しています。

ボランティアをしていてよかったことはありますか？
　珍しい切手に出合えたこと、また会員同士の交流も深めることができました。

活動する上で大切にしていることや工夫していることはありますか？
　健康に気をつけながら地道にコツコツやっていきたいです。

これからどんな活動をしていきたいですか？
　少しでも社会の役に立つ取組を大切にしていきたいです。

市民の皆さんへメッセージ
　会員募集中です。少しでも時間がある方、切手に興味がある
方、会話を楽しみながらできるボランティアです。手先の運動
にもなりますよ！

【使用済み切手の令和６年度収集結果について】
　日頃より、使用済み切手等の収集にご協力いただきありがとうござ
います。
　収集した使用済み切手等のうち、約１２.２㎏をボランティア団体
「ラッコの会」に整理していただきました。
　今年度も、支会活動を通じての地域の回覧板や、岩倉郵便局と岩倉
市ふれあいセンターに設置された回収箱などにより収集を行っていま
すので、ご協力をお願いいたします。

ボランティアに関することは岩倉市社会福祉協議会ボランティアセンターへご相談ください！

アデリア総合体育
文化センター


